
2023年度上期の需給調整市場における
取引実績について

電力需給調整力取引所
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はじめに

○需給調整市場は、市場取引開始当初より調整力調達量不足が継続的に発生して

いる中、解消のために各所での取組みや検討が進められており、電力需給調整力取

引所としても市場活性化に向けた取組み※1を進めております。

※1 ・送配電網協議会HPによる需給調整市場関連情報の公表（取引会員名、日々の取引実績等）

・取引規程説明会・需給調整市場システム説明会の実施 など

○その一環として、市場の透明性および信頼性向上による市場参加促進等を目的とし

て、2023年度上期の取引実績について取りまとめた結果※2を公表いたします。

※2 本資料については、送配電網協議会HPに既に公表している確報値等をもとに作成しております

○なお、資料に使用するデータおよび表現等の欠落・誤謬等につきましては、当取引所

はその責めを負いかねます。また、四捨五入の関係で合計が合わない場合がございま

すので、その旨ご了承ください。
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１．取引会員数

○取引会員は、2023年9月末で50社(うち、5社が発電と需要リソース（DR）で2つの
資格を取得し、合計55資格)が会員となっており、2023年度上期に市場取引を実施
しているのは、三次②で18社(18資格)、三次①で11社(11資格)となっている。

＜2023/9末時点での取引参加者＞

三次② 三次①

取引参加者 18社（18資格） 11社（11資格）



２．取引実績（上期）
２－１．必要量推定値と募集量の比較（三次②）
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○上期の三次②の必要量推定値(約116億ΔkWh)※1と、実際の募集量(約100億
ΔkWh)を比較した結果、全ての月で募集量が必要量推定値を下回っている。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

募集量 ▲20% ▲21% ▲9% ▲14% ▲10% ▲7% ー％ ー% ー% ー% ー% ー% %

※1 第35回需給調整市場検討小委員会(2023/1/24)における2023年度の三次②事前評価

＜必要量推定値からの増減率＞

＜必要量推定値と募集量の比較＞

(億ΔkWh/月)

4月 5月 6月

必要量推定値 17.9 18.5 18.8

募集量 14.3 14.6 17.2

7月 8月 9月 上期計

必要量推定値 21.0 20.9 18.6 115.7

募集量 18.0 18.9 17.3 100.3

10月 11月 12月

必要量推定値 17.1 14.9 16.0

募集量 ー ー ー

1月 2月 3月 年間計

必要量推定値 16.7 12.4 17.0 209.9

募集量 ー ー ー
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【参考】 2023年度における三次②の必要量推定値

第35回需給調整市場検討小委員会
(2023/1/24)
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○三次②の必要量低減のため、複数気象モデルの活用や複数エリアでの共同調達、一
部エリアでのアンサンブル予報の導入をしてきた。2023年度は全エリアでアンサンブル予
報を導入しており、2022年度より募集量が低減されている。

２．取引実績（上期）
２－２．必要量低減に向けた取り組み

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

前年度増減率 ▲31% ▲42% ▲32% ▲25% ▲12% ▲12% ー% ー% ー% ー% ー% ー% ー%

＜三次②募集量の推移＞



8
【参考】 複数気象モデルの活用（2021年度開始）

第23回需給調整市場検討小委員会
(2021/5/24)
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【参考】 三次②共同調達（2022年度開始）

第20回需給調整市場検討小委員会
(2020/12/11)



10
【参考】 アンサンブル予報の活用（2023年度全エリア開始）

第30回需給調整市場検討小委員会
(2022/7/13)
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○調達不足量は継続的に一定量発生しており、重負荷期に多く発生している。

○応札不足に対しては、電源Ⅱ余力等の対応可否を確認し、なおも不足が生じる場合
は追加調達を実施している。

※ グラフは一週間移動平均値

２．取引実績（上期）
２－３．調達不足量（三次②）

＜追加調達後の調達未達率＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

調達未達率 ９.7 13.0 14.8 17.8 31.5 26.7 ー ー ー ー ー ー ー

（前年実績） (21.7) (22.4) (22.8) (21.5) (20.2) (15.0) (16.3) (15.0) (16.7) (6.5) (2.3) (9.6) (17.0)

単位［％］
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○募集量は月毎に変動はあるものの、調達不足量は継続的に一定量発生している。

○応札不足に対しては、前週の木曜日に追加調達を実施し、それでも未達の場合は、
実需給の前日に電源Ⅱ余力等の対応可否を確認し、なおも不足が生じる場合は追
加調達を実施している。

※ グラフは一週間移動平均値

２．取引実績（上期）
２－３．調達不足量（三次①）

＜追加調達後の調達未達率＞

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

調達未達率 37.4 48.9 71.7 69.3 47.0 68.8 ー ー ー ー ー ー ー

（前年実績） (44.4) (89.1) (63.1) (50.4) (39.8) (38.4) (40.3) (23.9) (25.1) (42.8) (41.8) (21.1) (42.7)

単位［％］
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【参考】 電源Ⅱ余力等の活用

第23回需給調整市場検討小委員会
(2021/5/24)
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【参考】 電源Ⅱ余力等の活用

第57回制度検討作業部会
(2021/9/24)
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【参考】 電源Ⅱ余力等の活用

第41回需給調整市場検討小委員会
(2023/8/17)
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【参考】 四半期別・ブロック別のシステム調達不足量（三次②および三次①）

：募集量 ：応札量 ：調達不足量※ ※ システム初回約定時点

○ブロック別に確認した結果、募集量や予測誤差が大きくなる第3～6ブロックを中心に
調達不足が発生している。
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【参考】 三次①募集量における夏季・冬季の6・7ブロックの取扱について

第28回需給調整市場検討小委員会
(2022/2/24)



：連系線不足 ：応札量不足
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【参考】 四半期別・ブロック別のシステム調達不足の要因（三次②および三次①）

※ システム初回約定時点

○調達不足要因を分類※1した結果、主に応札量不足によるものであった。
※1 募集量に対し、応札量が下回ったことによって調達不足となったものは応札不足とし、それ以外を連系線不足と分類
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【参考】 TSO別の上期ブロック平均取引量実績（三次②）

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 計

募集量 43 273 549 442 31 262 182 145 357 2,283

シ
ス
テ
ム
落
札
※

ｼｽﾃﾑ応札量 186 205 752 384 135 497 121 180 371 2,831

ｼｽﾃﾑ落札量 35 206 404 324 28 232 154 130 327 1,840

エリア内 32 111 391 226 22 183 58 93 307 1,423

エリア外 3 96 13 98 6 49 96 38 20 417

エリア外比率 7.2% 46.3% 3.3% 30.1% 20.4% 21.0% 62.3% 29.0% 6.0% 22.7%

調達不足量 8 67 145 118 3 30 27 15 30 444

調達不足率 19.3% 24.5% 26.5% 26.7% 9.1% 11.5% 15.1% 10.3% 8.3% 19.4%

調達不足ﾌﾞﾛｯｸ数 166 284 239 350 62 127 143 113 146 587

追
加
調
達

追加調達量 0 3 0 0 0 0 0 0 0 4

調達不足量 8 63 145 123 3 31 28 15 30 446

調達不足率 19.0% 23.2% 26.5% 27.7% 8.9% 11.7% 15.3% 10.5% 8.4% 19.5%

（ΔkW(MW/ブロック),ブロック数）

※ システム初回約定時点の結果であり、代替不可は織り込んでいない
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【参考】 TSO別の上期ブロック平均取引量実績（三次①）

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 計

募集量 88 383 343 186 23 290 19 67 192 1,591

シ
ス
テ
ム
落
札
※

ｼｽﾃﾑ応札量 27 1 156 74 22 180 25 112 86 683

ｼｽﾃﾑ落札量 22 54 86 56 22 194 15 60 90 599

エリア内 22 1 86 46 22 135 13 57 79 460

エリア外 0 53 0 10 0 60 2 4 11 140

エリア外比率 0.1% 98.6% 0.0% 17.4% 1.4% 30.7% 16.2% 5.8% 11.7% 23.3%

調達不足量 66 329 257 130 1 97 4 7 102 994

調達不足率 75.3% 85.9% 74.9% 69.9% 4.6% 33.4% 22.5% 10.1% 53.2% 62.5%

調達不足ﾌﾞﾛｯｸ数 578 552 355 340 17 427 115 88 397 764

追
加
調
達

追加調達量 7 19 0 0 0 11 0 0 0 38

調達不足量 59 310 257 130 1 88 4 7 102 959

調達不足率 67.4% 81.0% 74.9% 69.9% 5.7% 30.4% 22.9% 10.0% 53.2% 60.3%

（ΔkW(MW/ブロック),ブロック数）

※ システム初回約定時点の結果であり、代替不可は織り込んでいない
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○落札単価は昨年度比較すると低価格で推移している。背景として燃料価格の影響が
考えられる。

：最高落札単価
：平均落札単価
：システムおよび追加調達量
：調達不足量

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

平均単価 1.43 1.56 1.77 1.38 2.30 1.78 ー ー ー ー ー ー ー

(前年実績) (3.17) (3.19) (3.41) (3.81) (6.12) (5.48) (3.64) (2.78) (3.33) (1.96) (1.65) (2.11) (3.49)

２．取引実績（上期）
２－４．落札単価（三次②）

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている

(円/kW・30分)

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない



＜JEPX市場とCIFの関係＞ ＜需給調整市場とJEPX市場との関係＞
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【参考】JEPX市場との相関性（三次②）

※ グラフは一週間移動平均値

三次②応札単価

JEPXスポット落札単価 0.656

JEPX時間前落札単価 0.664

＜三次②とJEPX市場の相関係数※2(2023/4/1～2023/9/30)＞

※1 CIFについて、8月実績まで

※2 相関係数は、-1から1までの値を取り、1に近づくほど強い相関
があることを示しており、1週間移動平均値での相関を示す

○制度設計専門会合において、 JEPX市場と燃料の価格連動が確認されており、
三次②とJEPX市場についても、一定の相関性が見られる。

(※1)     (※1)
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【参考】 LNG価格、スポット市場価格の推移

第89回制度設計専門会合
(2023/9/29)
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【参考】 ブロック別の落札単価［第3～6ブロック］（三次②）

：最高落札単価
：平均落札単価
：システムおよび追加調達量
：調達不足量

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている
※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない



※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない
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【参考】 TSO別の調達単価および調達費用（三次②）

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 計

募集量 63 400 804 647 45 383 266 213 522 3,342

ｼｽﾃﾑ応札(電源属地) 272 299 1,101 563 197 728 177 263 543 4,144

最高単価 4.47 16.63 197.94 88.50 9.75 80.00 166.08 206.25 18.07 206.25

最低単価 0.03 0.03 0.02 0.02 0.06 0.06 0.01 0.03 0.04 0.01

平均単価 0.12 1.64 1.91 0.84 0.22 4.15 5.66 4.06 1.30 2.16

ｼｽﾃﾑ落札 51 302 591 467 41 338 225 191 478 2,684

最高単価 7.05 171.92 197.94 168.28 80.00 206.25 206.25 154.32 80.00 206.25

最低単価 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.01 0.02 0.02 0.01

平均単価 0.22 1.38 1.48 1.17 0.54 2.31 2.94 3.31 1.28 1.70

調達費用 0.7 25.0 52.4 32.8 1.3 46.8 39.8 37.9 36.8 273.5

追加調達 0.23 5.12 0.14 0.15 5.65

最高単価 1.20 3.14 0.08 1.39 3.14

最低単価 0.38 0.08 0.07 1.39 0.07

平均単価 0.41 1.25 0.07 1.39 1.19

調達費用 0.01 0.38 0.00 0.01 0.40

調達計 51 307 591 467 41 338 225 191 478 2,690

最高単価 7.05 171.92 197.94 168.28 80.00 206.25 206.25 154.32 80.00 206.25

最低単価 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.01 0.02 0.02 0.01

平均単価 0.22 1.38 1.48 1.17 0.54 2.31 2.94 3.31 1.28 1.70

調達費用 0.7 25.4 52.4 32.8 1.3 46.8 39.8 37.9 36.8 273.9

（ΔkW(GW),ΔkW単価(円/kW・30分),調達費用(億円)）

※ 空欄は追加調達実績がないことを示す
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【参考】 TSO別の単価推移（三次②）

：全体平均落札単価 ：エリア別平均落札単価

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない
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○三次①の落札単価は三次②と比較して、平均単価が高い傾向にある。

：最高落札単価
：平均落札単価
：システムおよび追加調達量
：調達不足量

２．取引実績（上期）
２－４．落札単価（三次①）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

平均単価 7.83 8.33 7.08 6.27 7.63 5.89 ー ー ー ー ー ー ー

前年実績 5.24 9.84 8.92 6.28 7.64 4.80 3.35 2.47 3.49 4.02 2.97 2.22 4.78

(円/kW・30分)

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない
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【参考】 ブロック別の落札単価［第3～6ブロック］（三次①）

：最高落札単価
：平均落札単価
：システムおよび追加調達量
：調達不足量

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない
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【参考】 TSO別の調達単価および調達費用（三次①）

（ΔkW(GW),ΔkW単価(円/kW・30分),調達費用(億円)）

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 計

募集量 129 561 502 273 34 424 28 98 281 2,329

ｼｽﾃﾑ応札(電源属地) 40 1 229 108 33 263 37 164 126 1,000

最高単価 46.47 2.05 4.53 8.45 2.71 57.69 25.54 98.01 26.63 98.01

最低単価 0.08 0.03 0.03 0.02 0.05 0.01 0.03 0.04 0.04 0.01

平均単価 8.69 0.31 0.92 3.18 0.10 13.57 3.04 13.58 8.84 7.92

ｼｽﾃﾑ落札 32 79 126 82 32 282 22 88 131 874

最高単価 46.47 2.59 4.53 49.98 35.65 78.76 59.95 78.76 97.95 97.95

最低単価 0.04 0.03 0.03 0.02 0.02 0.01 0.03 0.02 0.02 0.01

平均単価 10.53 1.04 0.83 4.09 0.14 12.52 4.77 9.72 8.54 7.41

調達費用 20.1 4.9 6.3 20.2 0.3 211.9 6.4 51.2 67.3 388.5

追加調達 10.5 27.5 0.0 16.3 0.4 54.8

最高単価 2.05 2.05 0.08 37.86 80.34 80.34

最低単価 0.07 0.03 0.08 0.01 3.67 0.01

平均単価 1.20 1.14 0.08 7.84 15.42 3.22

調達費用 0.76 1.89 0.00 7.68 0.34 10.66

調達計 42 107 126 82 32 298 22 88 131 929

最高単価 46.47 2.59 4.53 49.98 35.65 78.76 59.95 80.34 97.95 97.95

最低単価 0.04 0.03 0.03 0.02 0.02 0.01 0.03 0.02 0.02 0.01

平均単価 8.21 1.07 0.83 4.09 0.14 12.26 4.77 9.75 8.54 7.16

調達費用 20.8 6.8 6.3 20.2 0.3 219.6 6.4 51.6 67.3 399.2

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない※ 空欄は追加調達実績がないことを示す
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【参考】 TSO別の単価推移（三次①）

：全体平均落札単価 ：エリア別平均落札単価

※ グラフは一週間移動平均値であり、システム調達外による追加調達を含めている

※ 2023年度より開始された持ち下げ供出・起動費精算に伴う返還分は含めていない
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○連系線確保量は作業やJEPX市場向けの確保状況によって、変動はあるものの、もと
もとの運用容量が小さい北海道-東北や中国-九州間は確保量が小さい傾向にある。

＜順方向＞

３．広域調達（上期）
３－１．連系線確保量［順方向］（三次②）

北海道～東北 東北～東京 東京～中部 中部～関西 中部～北陸 北陸～関西
関西～中国 関西～中国 関西～中国 関西～四国 中国～四国 中国～九州

（東） （西）
※グラフは一週間移動平均値であり、点線は三次②が落札後の空容量を示す
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＜逆方向＞

３．広域調達（上期）
３－１．連系線確保量［逆方向］（三次②）

北海道～東北 東北～東京 東京～中部 中部～関西 中部～北陸 北陸～関西
関西～中国 関西～中国 関西～中国 関西～四国 中国～四国 中国～九州

（東） （西）
※グラフは一週間移動平均値であり、点線は三次②が落札後の空容量を示す

○逆方向は、東北-東京間、関西-中国間、関西‐北陸間で一定量を確保している。
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○連系線確保量は作業やJEPX市場向けの確保状況によって、変動はあるものの、順
方向は関西-中国間以外は確保量が小さい傾向にある。

＜順方向＞

３．広域調達（上期）
３－１．連系線確保量［順方向］（三次①）

北海道～東北 東北～東京 東京～中部 中部～関西 中部～北陸 北陸～関西
関西～中国 関西～中国 関西～中国 関西～四国 中国～四国 中国～九州

（東） （西）
※グラフは一週間移動平均値であり、点線は三次①が落札後の空容量を示す
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＜逆方向＞

３．広域調達（上期）
３－１．連系線確保量［逆方向］（三次①）

北海道～東北 東北～東京 東京～中部 中部～関西 中部～北陸 北陸～関西
関西～中国 関西～中国 関西～中国 関西～四国 中国～四国 中国～九州

（東） （西）
※グラフは一週間移動平均値であり、点線は三次①が落札後の空容量を示す

○逆方向は、東北-東京間、関西-中国間、関西‐四国間で一定量を確保している。
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○関西～四国間（順方向）、中部～関西間（逆方向）を始め、複数の連系線で高
い分断率となった。

【参考】 月別の連系線の分断状況（三次②）

＜月別の三次②落札後の連系線分断状況＞

※ 分断率＝三次②向け連系線容量がゼロのブロック数(三次②落札後)÷月日数÷8ブロック×100

（分断率：%）

中国～ 中国～ 関西～ 関西～ 関西～ 関西～ 北陸～ 中部～ 中部～ 東京～ 東北～ 北海道～

九州 四国 四国 中国間(西) 中国間(東) 中国 関西 北陸 関西 中部 東京 東北

順方向 4月 35% 1% 100% 0% 2% 2% 2% 8% 10% 26% 6% 50%

5月 43% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 3% 7% 6% 11% 54%

6月 16% 0% 100% 0% 0% 0% 13% 32% 8% 2% 20% 51%

7月 17% 4% 99% 0% 0% 0% 0% 1% 2% 2% 44% 50%

8月 8% 1% 100% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 1% 34% 12%

9月 25% 0% 100% 0% 0% 0% 21% 3% 0% 13% 19% 17%

計 24% 1% 100% 0% 0% 0% 6% 8% 5% 8% 23% 39%

逆方向 4月 39% 1% 6% 0% 2% 2% 3% 64% 88% 58% 0% 13%

5月 35% 0% 7% 0% 0% 0% 6% 57% 86% 91% 0% 29%

6月 25% 0% 63% 2% 2% 2% 14% 79% 95% 71% 0% 47%

7月 31% 10% 77% 3% 3% 3% 1% 89% 99% 49% 0% 35%

8月 54% 35% 98% 3% 3% 3% 5% 75% 90% 38% 0% 53%

9月 77% 6% 93% 1% 1% 1% 24% 55% 92% 73% 0% 60%

計 44% 9% 57% 2% 2% 2% 9% 70% 92% 63% 0% 39%
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○ブロック別でも分断率の高い連系線は終日分断している。

○空き容量がある連系線は、必要量が多くなる昼間帯の分断率が高い傾向となる。

【参考】 ブロック別の連系線の分断状況（三次②）

＜ブロック別の三次②落札後の連系線分断状況＞

※ 分断率＝三次②向け連系線容量がゼロのブロック数(三次②落札後)÷月日数×100

（分断率：%）

中国～ 中国～ 関西～ 関西～ 関西～ 関西～ 北陸～ 中部～ 中部～ 東京～ 東北～ 北海道～

九州 四国 四国 中国間(西) 中国間(東) 中国 関西 北陸 関西 中部 東京 東北

順方向 B01 2% 1% 100% 0% 1% 1% 5% 4% 1% 3% 3% 10%

B02 1% 1% 100% 0% 1% 1% 7% 5% 2% 7% 3% 24%

B03 32% 1% 100% 0% 0% 0% 5% 10% 6% 9% 30% 66%

B04 30% 4% 99% 0% 0% 0% 6% 11% 12% 11% 51% 60%

B05 35% 2% 99% 0% 0% 0% 7% 15% 10% 10% 54% 61%

B06 49% 1% 100% 0% 1% 1% 7% 8% 4% 14% 23% 54%

B07 36% 1% 100% 0% 0% 0% 5% 6% 2% 9% 6% 20%

B08 8% 1% 100% 0% 0% 0% 5% 4% 0% 3% 10% 17%

計 24% 1% 100% 0% 0% 0% 6% 8% 5% 8% 23% 39%

逆方向 B01 25% 7% 60% 0% 1% 1% 11% 86% 98% 45% 0% 45%

B02 23% 3% 57% 0% 1% 1% 14% 76% 95% 25% 0% 54%

B03 63% 10% 54% 1% 1% 1% 11% 84% 98% 76% 0% 30%

B04 67% 17% 49% 5% 5% 5% 9% 56% 80% 81% 0% 27%

B05 72% 11% 48% 5% 5% 5% 8% 55% 87% 87% 0% 27%

B06 58% 13% 63% 2% 3% 3% 7% 67% 93% 80% 0% 33%

B07 21% 6% 62% 0% 0% 0% 5% 50% 85% 56% 0% 50%

B08 19% 4% 65% 0% 0% 0% 5% 85% 97% 56% 0% 50%

計 44% 9% 57% 2% 2% 2% 9% 70% 92% 63% 0% 39%
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【参考】 三次②向け連系線容量確保の考え方①

第57回制度設計専門会合
(2021/3/2)
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【参考】 三次②向け連系線容量確保の考え方②

第57回制度設計専門会合
(2021/3/2)
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○関西～四国（順方向）、東京～中部（両方向）、東北～東京（順方向）、北
海道～東北（両方向）を始め、複数の連系線で高い分断率となった。

【参考】 月別の連系線の分断状況（三次①）

＜月別の三次①落札後の連系線分断状況＞

※ 分断率＝三次①向け連系線容量がゼロのブロック数(三次①落札後)÷月日数÷8ブロック×100

（分断率：%）

中国～ 中国～ 関西～ 関西～ 関西～ 関西～ 北陸～ 中部～ 中部～ 東京～ 東北～ 北海道～

九州 四国 四国 中国間(西) 中国間(東) 中国 関西 北陸 関西 中部 東京 東北

順方向 4月 28% 1% 100% 0% 3% 3% 40% 2% 44% 18% 88% 79%

5月 37% 38% 100% 0% 0% 0% 44% 2% 44% 100% 98% 94%

6月 12% 0% 100% 0% 0% 0% 20% 29% 37% 100% 98% 88%

7月 8% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 84% 94% 43%

8月 2% 1% 100% 0% 0% 0% 2% 23% 56% 100% 96% 95%

9月 5% 0% 100% 0% 0% 0% 21% 3% 25% 100% 57% 65%

計 15% 7% 100% 0% 0% 0% 21% 10% 35% 84% 89% 77%

逆方向 4月 60% 14% 7% 3% 5% 5% 15% 2% 62% 100% 0% 100%

5月 93% 11% 0% 8% 8% 8% 18% 2% 92% 100% 0% 80%

6月 43% 38% 1% 3% 3% 3% 35% 28% 66% 100% 0% 100%

7月 55% 21% 0% 0% 0% 0% 13% 0% 90% 100% 0% 100%

8月 33% 14% 1% 0% 0% 0% 0% 23% 76% 100% 0% 76%

9月 64% 23% 1% 26% 26% 26% 26% 2% 78% 100% 0% 100%

計 58% 20% 2% 7% 7% 7% 18% 9% 78% 100% 0% 93%
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○ブロック別でも分断率の高い連系線は終日分断している。

【参考】 ブロック別の連系線の分断状況（三次①）

＜ブロック別の三次①落札後の連系線分断状況＞

※ 分断率＝三次①向け連系線容量がゼロのブロック数(三次①落札後)÷月日数×100

（分断率：%）

中国～ 中国～ 関西～ 関西～ 関西～ 関西～ 北陸～ 中部～ 中部～ 東京～ 東北～ 北海道～

九州 四国 四国 中国間(西) 中国間(東) 中国 関西 北陸 関西 中部 東京 東北

順方向 B01 1% 0% 100% 0% 2% 2% 6% 8% 13% 81% 86% 72%

B02 1% 17% 100% 0% 2% 2% 7% 9% 7% 84% 86% 72%

B03 22% 0% 100% 0% 0% 0% 11% 11% 58% 94% 100% 100%

B04 22% 4% 100% 0% 0% 0% 13% 10% 73% 93% 99% 100%

B05 38% 1% 100% 0% 0% 0% 8% 13% 73% 87% 99% 100%

B06 31% 0% 100% 0% 1% 1% 43% 11% 44% 84% 90% 91%

B07 4% 17% 100% 0% 0% 0% 42% 10% 8% 81% 61% 24%

B08 4% 17% 100% 0% 0% 0% 38% 8% 4% 67% 88% 61%

計 15% 7% 100% 0% 0% 0% 21% 10% 35% 84% 89% 77%

逆方向 B01 91% 0% 2% 0% 2% 2% 6% 8% 100% 100% 0% 96%

B02 73% 0% 2% 0% 2% 2% 21% 9% 84% 100% 0% 79%

B03 100% 10% 1% 8% 8% 8% 70% 9% 100% 100% 0% 96%

B04 48% 52% 5% 20% 20% 20% 7% 10% 83% 100% 0% 96%

B05 43% 49% 1% 14% 14% 14% 14% 10% 76% 100% 0% 97%

B06 40% 33% 2% 10% 10% 10% 11% 11% 73% 100% 0% 96%

B07 16% 16% 1% 1% 1% 1% 5% 10% 17% 100% 0% 86%

B08 54% 0% 0% 0% 0% 0% 5% 8% 87% 100% 0% 96%

計 58% 20% 2% 7% 7% 7% 18% 9% 78% 100% 0% 93%
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【参考】 三次①向け連系線容量確保の考え方

第70回制度設計専門会合
(2022/2/18)
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※1 エリア内落札のみの調達費用は、全エリアを分断させ、それぞれのエリア毎の募集量に対し、同エリア内応札を単価の安い順で落札させて算出。なお、広域
調達できなかったことによる調達不足分は、当該エリアの時間別に最高単価を乗じた費用を調達費用に加えて算出

※2 ※1に記載のとおり、簡易シミュレーションであることから、エリア内落札が安価となる場合があり、その場合は低減効果から除外

：広域調達の効果 ：(実際の落札結果)エリア内落札 ：(実際の落札結果)エリア外落札

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

落札実績 12.3 12.9 17.3 13.2 19.1 15.0 ー ー ー ー ー ー ー

広域調達効果 23.3 17.1 18.8 5.9 10.7 11.7 ー ー ー ー ー ー ー

低減効果 66% 57% 52% 31% 36% 44% ー ー ー ー ー ー ー

（千万円/日）

エリア内に
限定した
調達
(試算)

エリア外落札(実績)

エリア内落札(実績)

広域調達の効果※2

※ グラフは一週間移動平均値

３．広域調達（上期）
３－２．広域調達による調整力調達費用低減効果（三次②試算）

○仮に、従来と同様にエリア内に限定して調達した場合※1、調達費用は約2.9億円/日
と試算され、落札実績(約1.5億円/日)と比較すると、約49%の低減効果※2があった。
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○仮に、従来と同様にエリア内に限定して調達した場合※1、調達費用は約2.7億円/日
と試算され、落札実績(約2.2億円/日)と比較すると、約20%の低減効果※2があった。

※1 エリア内落札のみの調達費用は、全エリアを分断させ、それぞれのエリア毎の募集量に対し、同エリア内応札を単価の安い順で落札させて算出。なお、広域
調達できなかったことによる調達不足分は、当該エリアの時間別に最高単価を乗じた費用を調達費用に加えて算出

※2 ※1に記載のとおり、簡易シミュレーションであることから、エリア内落札が安価となる場合があり、その場合は低減効果から除外

：広域調達の効果 ：(実際の落札結果)エリア内落札 ：(実際の落札結果)エリア外落札

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

落札実績 34.9 15.7 20.7 18.3 22.1 17.4 ー ー ー ー ー ー ー

広域調達効果 4.9 4.2 5.5 4.5 4.0 6.3 ー ー ー ー ー ー ー

低減効果 12% 21% 21% 20% 15% 27% ー ー ー ー ー ー ー

（千万円/日）

※ グラフは一週間移動平均値

３．広域調達（上期）
３－２．広域調達による調整力調達費用低減効果（三次①試算）

エリア内に
限定した
調達
(試算)

エリア外落札(実績)

エリア内落札(実績)

広域調達の効果※2


